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大 学 紹 介
はじめに 信州大学は学部が各地に~散在 している.長野市に教育学部 と工
場部,i E:市に種維学部,伊那市に農学部,縁本市に人文,響,医の各学部 と
教義部 (かよひ本部)がある｡ 医学部に博士課程の,工学部 と繊維学部に修士
課程の大学院がある｡聾学部は大学院をもっていない｡ 物蝉の研究者紘,教育,




係の仕事 をして孟1られる. 竹村氏は 20年程前,敵訪湖を舞台に陸水関係の仕
事をしてお られたが,ノ夏季(･"Lおける湖水の温度躍 膚 (10m前後の深度で刀く塩
が急に下がる部分)に密度の大 きな成 層が発達することを見出し,その構造 を
駒べるために分光透過率をしらべた ,. つま り,透過光の色を測って各深度に嘉一
ける懸濁物質の楠異を知ろ うとしたのであるが,そのころから 〝色彩論〝 ,特
にそれの応用について興味をもってこられたO
･色〝 を数値で表示すると,vlうことは ,Maxwe'11 以来多 くの人たちによっ
て試みられて きたが,物理学の一分野 として十 分な精度をもつようにな ったの
は 1950年頃 C.I.耳.rCommission 工nternatiOnaleael'壷clai-
ra.gel表色糸が確立してか らで,この頃から分光光度計 の発達と色彩生聾学
の進歩とが軌 定精度を飛薩･的に良 くしたためであるo (竹村氏による)
甥在竹村氏は,高分子 ･コロイドなどを対象 として 〝色彩.論〝-の応用を試み




理学部 理学部は文理学部の改組に よって晦和 41年 4月に発足 した｡ 物
理学科は 4学科目から成 り, 1学科 目は教授 1,助教授 1,助手 1,計 5名の
定員をもつ｡学科 目名は素粒子物好学 ,電子物理学,統計物軍学 ,物性物理学
であるが,実篤は順に,素粒子 (琴論 ) , 宇偉観 (実験),物性実験 l物性理
論である｡実験 と理論 とが半々であるのは ,経済皐情か ら巳むを得ぬことであ
ったとはいえ,坤学部物坤教室 としては鞄論 に偏 りすぎた とい うべ きであり,
素粗子 ･宇嘗線 と物性 とが半々であるのは,その:臣お うべ き分野の広さからみ
て物性が軽す ぎるとい うべ きであろ うo 所詮 4学科目としハうのが過小なのであ
るG 物理の学生に定員は一学年 55名 O 二年生から四年生までが学部 に在籍する O
四年生は卒研のため各研究室に配廃される ｡ 教室手取 りの経常的経費 (教官研
究変プラス学生経蛍)は,45年度の例で約 440万｡教室全体 として約170
刀 (雑誌 90万,凶音 20万 ,2年 5年用実験 40万 ,予備致 20万)を天引
きし,残 り270万を実験 2:理論 1の比で配分.すなわち,-実験研究室
90万,､-翫 踊 噛 重 45万.-&･備吏新生,理工系学部設備充実費 (もし今年
も来れば)のような臨時収入的なものはすべて実験掛究室に配分するo教室戟
鼻は全部で 5名 O内技官 2は 1人づつ実験研究室に配 し,事務員 1 (非常勤)
か教室図書の仕馨 も含めて教室事務をすべて受持 っているOそれで ,タイプな
どは新究者か 自分で うたねはならぬ C.
物性研究を紬介しようとして理学普iに及べば,智は忽ちこのような走 り方を




(195,4-), Belv.phys.Acta (1928-)がそれぞれ第 1巻か ら 19
40年まで,Proc.Roy.Sou.Aが 76番 (1905)から 178巷 (194
0)まで拘 っている,等々. これが研究室 と廊下一つ-だてた教室の書庫の中
におさま っているので ,MottJ-Jonesのゼ ミのときなど引用文献を容易に見
つけることができて大変便利であるO替佐当初勝木は,ook1.Akad_.Nauk
SSSR jA r1940)佗_の った Vonsovskyの論文を見たい と思い,八方手
をつ くして漸 くその英語版のコピーを手に入れたことがあ ったが ,あとで教室
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の書庫に入ってみた ら,探 していた論文のの っている原雑誌 (ロシャ語)が,
comptesRenaus-･-･ae l′URS.Sの背文字をつけて･ 14巻 (1957)
か ら51巻 (1941)まで,ちゃんと製本 されて存在 していた｡戦前の雑誌は
軍の遺物でこれだけあるが, 1950年代を通して揃 っているのは phv･'S.Rev.
(16巻 (1920)～ ) くらいしかない｡晩性関係で必夢な雑誌委とり始めた
のは 1967年からで, 50年代か ら60年代前 半にかけ七の雑誌が手許にない
のがいささかつらいO
さて,当学部の物性研究室は ,昭和 42年 4月に勝木 (撃静)が名古屋大学




物性実験研究室は ,晦和 45年度に,徳島大学工学部から辻村褒氏を教授 と
して迎えたこと匠 より本格的に出発した O 辻村氏は徳島大学醇代 ,厚井 グ7レ-
プの-鼻 として強磁性体 NMRの実験を長 らく事がけ られ, ｢地方大学｣の悪
条件の中で実験家 としての仕事を堂々と衝けてこられた方である｡発足以来 2
年余(こしかな らず ,研究室 として実験袈態 もまだ充分には ととのっていないが,
44年 4月,巽北大平原桝か ら,MnPの NMRをてがけていた永井寛之氏を講
師に迎えて陣容を強化した｡助手には金沢大MC('69年)出身の富江寛氏
(目下東北大原井研7{E内地研究員として港在中)がいる.その他研究生 として.
埼玉大近襲勧出身の赤羽好和君 ('68年卒)が来て 2年 目になり,また 今年







の内部磁慶を瑛象的立場か ら原因を追究して きた ｡ 現在 ,それらの温度変化 ,
圧力変化 (油圧に よる 10Katomの圧力まで測れる圧力装置で)を測定し,




(2) 希土数 - 遵移金属間化合物および希土類化骨物の額磁気共鳴
一般に, 希土敷金鹿 (A) と遷移金属 (班)との間には,変化に富んだ数多
くの金属間化合物が形成されるO これ らの磁性につレ､てはまだ充分に明 らか咋
されていないので･それを内部磁場の見地から検討したい 〇･現在 , R2M17,
RL^i5,R2M7,RMS等の全濃度亀城VCついて･広い周波数範囲で測定をおこな
っている o かな りのチーターを集積 し- Tl,T2などの測定 とあわせて検討し
てゆ くe二,三の希土類化合物について も.目下共鳴線の検出が進められているo
(5) 高分子溶液の物性
ポリスチVゾの稀薄溶液の低ずり率の低濃度異常は,二.-,三の人 に よって指摘 され
ていたが ,これらの dip typeの異常とは別に ,その中に新たな規則正 しい比
粘度の peakを ,オス トワJt,ド粘度言†で見つけた｡この事実を確認するため,
SpectrophOtOmeterを使 って透過度の測定をおこなったが,その結果,各
peakごとにLamPerもー Beerの法則か らずれることが分った.更にその夙因
を追求するために超音波の影響をしらべ ,また高分解能 NMR (全学共同利用
の鼓臓として轡学部に鼓薩されている)で測定中である｡
(秤) 実敵装盤につLrlて
額磁気共鳴では ,低温での実験か必薮ですが,窒素 ,ヘ リウムの液化装散か
な く,その上 ,松本では液体窒素の俺格が 12 25 0円もするので .仲々地方
での予算は苦しい｡大きな実験装置 としては ,44年度に特別設備費で購入し
た電磁石 (日本電子製 , JMi-56D型)があります ｡
物性理論研究室
物性理論研 究室は,昭和 42年 4月に名大工学部志水桝から移 った勝木混,
寺尾動,45年 4月に菜大理学部久保桝から移 った犀川和彦の5名で構成され
ているOこれまでの所,勝木 と寺尾は 1.グ/レー プとして一緒に仕蚤をし ,犀川
は別に独 自に仕車をしているO
犀川は東大時代,ビスマスの/くン ド構造の半現象論を展的した ｡ これは単純











憤向をもっているのに対して,よb fo工･mai なもの,あるいは基礎論的 間藤 に
も関心を抱いてい′る.特に,相対論的熱力学に強い興味をもっているように見
うけ ちれるC また,菜大障代の仕事がブ 1)]レアン ･ゾ⊥ンの中の対称性のよい
T,L点に鋳するものであったので,議論を対称点の付近の状態について拡張
することも考えているらしいo鹿川の悠然と構えて些事に動ぜず,事に臨んで




勝木は,インノ5㌧ 特性のバ.ント モデ/レに基 く解釈を信州大学に移る直前に提
唱 したが,そこではまた磁気的特性 (fcc Fe-Ni合金系で,Ni5C%近傍
で自発磁化が急激に小さくなること,自発磁化最大の組成 と clユrie温度最大
の組成 とが違っていること,等 )しか論じていな嘉ゝったので,新たに熱膨張異







い う気を倉こさせる)の替論を作ってゆこうとい うものである. それは,大 き
く三つの段階にわけられるo






第一段階 ,第二段塵 では ,状態密度が主役を演ずる金属の物理的性質には,
その解明のために状態暫度についての知見のみを必要 とするもの,エネ7レギー
の波数依存性 E(齢 についての知見をも必要 とするもの,更に各状潜の波動
函数についての知見を必要 とするものがある. Fe-richな fcc Fe-Ni合
金が存在すれば,それは反強磁性を示すであろうと暗示する若干の実験事実が
ある.このことの解明には 耳伐)についての知見が必要である｡Exchange
















(2) 金属合金の強制体穐磁歪は OoKで正である｡これは Fe-P組および
dopb'Sを例外 として ･他の金属合金の実験結果 と一致 している0
(5) インバー合金の自発体積磁歪 - したがって温度について積分した熱








研究としてはほ とんど唯一のものである｡ ここに物性房究班 と称する 10名強












般に,ペプチド･グ/レー プの常態性お よび反磁性の面か らの琴論的研究を呼び
かヱしているようであるO (飯象氏は,'70年秋の物理学会年会にかける窮
電体 ･高分子 ･生体物琴合同S/ンポジウムで ,高分子液晶について報告した ｡ )













教 授 大 路 通 雄
助教授 高 田 治 彦
助 手 土 産 良 明
当研究室は ,正式には機械工学科疏体工学講座で,ふつ うの意味での物性研
究 とい う鮎鞄に勿論入らないのですが,かねてか ら少な くとも物性の心情シン




(流れ)とま とも･に拠 適し合 うような場合は もとより,連続体Vベ′レの段階で
ち,例えば管を通る痴れすら原静的には埠解できないでいる有様ですO
そ こで,この壁 を轟えようとして近頃では q流体物理学 "といった表現 も出
て来ましたか,それが言葉の遊びに終 らないためには,物性プロパーの方々と
も単なる t 交疏 '以上の強い相互作用が欠かされないと考えますO









波電磁場内のプラズマの痴れ等 も実験的 ･理論的に取 り上げています那 ,スペ
-スの関係で詳しいことば省略します .
研究室の構成は,は じめにあけた 5名のほか,M Cの学生が現在 4名で来年
は･もう少し梅えそ うです｡いずれにしても,研究者の膚のうすいことが何 より






Ga.Pと =nPの固溶体お よび Ge-Si合金のエピタキシャ/レ膜が合成できた
ので,一現在,それ らのエネ/レギー帯構 造 を調へてい る｡ 目標の一つは, これ
ら半導体膜を用高た-テロ接合で可視光注入塑 V-ず,発光素子および光検出
器等を実現することにある｡






発に研究を進めているO (伊藤謙太郎 記 )
工学部における断片的な専門科目の授業に対.し,学ぶ内容をより基本的な と
ころか ら,一貫性をもたせてやっていきたい とい う機運が学生の間に生まれて′
きているo数年前か ら数学,物理学あるいは専門分野の基礎を′自主的に学んで
い こうとして,学生 自身によるい くつかのゼ ミがつ くられてきた ｡
素子材料の分野では,量子力学,固体物理などの榛準的なテキストを用もハて,
ゼ ミ.輪舞,バネ7レディスカッションを通じて､財料科学のさまざまな問題I.杏




教 弓受 後 藤 克 也
助 手 両 角 修四郎







現在取組んでいるものは次の 5つである. 輿-は回折格子分光器に蘭 するも
のである.その うち普通のVンズ系等によく用いられるフーリエ映像論を回折













にして行 きたいと思っている｡ (後 藤 記 )
帯刀研究室 (共通講座)
･当研究室は共通講座の中の t応用物理学講座 "です o hままで放射性 フォー
7レアウ トについて調査研究して来ましたが,本年 4月共通講座実験研究棟が落
成し,この建物の中に応用物理の研朱塗.実駄室 も引き移 って以来 ,蒸着薄膜
にかける応力と構造および光学的性質等について研究督進めて行きたい考えで
目下準備中です｡ (帯刀 正 記 )
加藤研究室 (共通講座)
教 ヨ受 加 藤 又 氏






ろ､面白い静を･開かせて もらっています . 不連続を階段関数を今の所直接扱 うこ
とはあ りませんが,そのような関数を取扱 う場合にはいろいろな点で役に立ち
そ うです｡
典通講座には卒業研究の学生 も大学院の学生 も所属 していませんので,学生
との接触は主 として講義を通じてとい うことをこな りますoまた,この講座には
助手 もいませんので,一学内における研究についての討論接 もつば ら他の研究室
の スタッフとの闇で行なわれていますO ところが,他の研究室はもちろん同 じ





製した りしました O 現在は,安藤利彦さん (近敵大学 ｡物理) と一緒に らせん
状高分子 の磁気旋光をェキ5'Tンモデ′レの立場で計算 しています O また,大路
研究室 とも典同研究を進めつつあります｡従ってi こ れか らは光物性や乱床の









目的として生れた赤ん坊であり,当研究室としての研究歴は何 もあ りません O








験で検討 していきたいと思 って余 ります｡この方面に熊心のある静 兄のど指導
をお敵い致 します. (高野 暗 記 )
とらんのように,当学部に惹,ける物理関係の研教室は ,こじんま りしたもの
ばか りですので,種々の建点 を もっていますが,また一面それを生かした研究
をそれぞれ活発に行なっています.
最近,大路掛,後藤研,加藤研のメンバ-で不定期ではあ りますが,コロキ
ウムを合同で開 くことにな り,現在のところは大路所が乱流,後藤餅がホ ログ
ラフィ-,加藤所か多体 程 鯵を亀当して ,交互隼=&義を行なっている段階ですO
将来,乱癖にかける輸送現象の板鶴を,光学的情敦か らその統計的性党を訊べ
た り,多体間鮭の方法 との粗似点お よび相異点を分析などして ,実験的 ･理論
的に取扱い,その本質的な特赦を解明して行 こうと考えています,
信州に来て ,美しい 自然を研敦境境 とい う面で うま く利用できれば と考え,
夏は近 くの志賀富原やその他の暮原の山の家-,冬はスキーのできる温泉地-,
できれば家族同伴で出かけて,セ ミナーや研究討論をやろ うとい う声 も出てい
ます｡
最後に,大-んか忙しい中にもかかわらず ,快 く倶稿をお引き受け下 さらた
方々に厚 くか礼申し上げますO (加 藤 叉 氏 )
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